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要約 

 大和大学社会学部の学生を対象に、AI 自動翻訳ツール DeepL と英文校正ツール

Grammarly を用いて自由英作文をさせたところ、短期間で 150 語程度の文章を書けるよう

になった。しかもその英文の質は飛躍的に向上し、相手に伝わる実用性の高いものとなった。

本稿では、DeepL と Grammarly の機能を紹介しながら、その利点と欠点を概観し、活用法

について考察する。 
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1. はじめに 
 著者は現在大和大学社会学部１年の英語の授業

4クラス（各約55人）を担当している。英作文の

テキスト[1]を中心とした授業と並行して、ライテ

ィングとスピーキングを融合した活動を行ってい

る。前期は自己紹介や自分の好きな本や映画の紹

介、後期はあるトピック（「オンライン授業は対面

授業と同じくらい効果的か」など）についての賛

成・反対意見を述べさせている。これらのテーマ

について英語で書かせた後、さまざまな対話活動

を行い、最終的にまとまった長さの文章（前期は

80語前後、後期は150語前後）を書く活動を行っ

ている。前期では、それぞれのトピックについて

作文を書かせて提出をさせたが、多くの学生が

Google翻訳を使用して英語に直し、それをそのま

ま貼り付けて提出したものが目立った。そのため

か、理解できない英文が多数あった。また、頑張

って自分で英語に直したものは、文法ミスが多く、

やはり理解できない部分が多くあった。当然、学

生同士で対話活動をしても、互いの英語がよく理

解できないために、原稿を読んで終わりというペ

アが少なくなかった。 
 少なくとも、内容がわかる英文を書けるように

するにはどうすればよいのか、書いた文章を自分

である程度まで校正できるようにするにはどうす

ればよいのか、を日々模索していたところ、AI自
動翻訳ツール DeepL と英文校正ツール

Grammarly の存在を知り、授業に取り入れたと

ころ、学生の文章の質が劇的に向上し、対話活動

も以前に比べ、本当の意味で盛り上がるものにな

ったと実感している。 
 本稿では、DeepLとGrammarlyの機能を紹介

しながら、その利点と欠点を概観し、活用法につ

いて考察する。 
 
2. AI 翻訳ツールDeepL の翻訳精度 
 DeepLは、ドイツに本社があるDeepL社が提

供するオンライン翻訳サービスであり、誰でも無

料で使用することができる。文字数や量に制限は

あるが、300語程度の英語なら全く問題はない。 
 

 
Fig. 1 



 DeepL社が行った翻訳精度評価[2]によれば、

Fig. 1に示すように、DeepL 翻訳はGoogleや
Microsoftのものに比べて、圧倒的な翻訳精度で

あることが報告されている。 
 
3. 英文校正ツールGrammarly の特徴 
 Grammarly は、アメリカの多国籍企業

Grammarly 社が提供するオンライン英文校正サ

ービスであり、ユーザー登録（無料）すれば、誰

でも無料で使用することができる。無料版はベー

シックな機能（文法・スペリング・句読点）がカ

バーされ、有料版は文章のスタイル（冗長さ、可

読性等）もアドバイスをしてくれる。現在250以

上の文法ルールをチェックすることができる。無

料版でも有料版と同程度のチェックまではしてく

れるが、有料版ではさらにその部分をどのように

改善すればよいかまで提案してくれる。 
 Grammarly は入力（コピー＆ペースト）され

た文章に対して、校正すべき部分をアンダーライ

ンで指摘し、簡単なコメント（例えば、Word choice
やUnclear sentences、Passive voiceなど）をつ

けるだけでなく、100 点満点で評価する。授業で

は、95点以上になるまで自分の答案を校正してか

ら提出することを義務付けているが、ほぼ全員が

この点数をクリアして提出できている。 
 
4. DeepL の欠点 
 確かに、DeepLは、英語の文体とは大いに異な

る日本語であっても、十分理解できる英語に翻訳

する。しかし、著者がここまで使用してきた限り

においては、次のような点が不十分であり、人間

による校正が必要不可欠である。 
 本稿に挙げる例文に関して、「*」がついた英文

は DeepL による翻訳（参照日 2021.11.14）であ

り、「⇒」がついた日本文と「→」がついた英文は、

それぞれ著者が訂正したものである。 
 
（１）代名詞の照応関係 
 直前の複数名詞を受ける代名詞であっても、日

本語で「それ」とあるものは itと訳してしまうな

ど、代名詞が日本語に左右されることがある。 
(a) オンライン授業は時間を自由に使える。それ

は僕に合った授業スタイルだ。 
*Online classes free up my time. It's a style of 
teaching that suits me. 
→....  They’re a style of learning that suits me. 
 
（２）時制 
 特に完了形については、文脈から判断している

というよりは、「すでに」や「してしまった」とい

う言葉があるから現在完了形にするというように、

語彙的に動詞の形が決定される傾向が強い。 
(b) 悩みがあると聞きました。相談に乗りましょ

うか。 
*I heard that you have a problem. Shall I consult 
with you? 
→I have heard that you have a problem. Shall I 
help you? 
 
（３）文の主語、意味上の主語 
 日本語は「AはBだ」型の表現が多いが、「は」

は副助詞で、「Aは」がそのまま英文の主語になる

とは限らない。また、英語は必ず主語を必要とす

るが、日本語は主語を必ずしも明示する必要がな

い。（ｃ）のような日本語は動名詞の意味上の主語

が明示されていないので、本来なら英語に直すこ

とができない。 
(c) 『ワンピ―ス』は、様々な仲間と出会い、その

仲間のために戦っていくというストーリーだ。 
*The story of “One Piece” is about meeting 
different friends and fighting for them. 
 
（４）日本語独特の表現 
 日本語は間接受動文が多いので、そのまま英語

に直すと、不自然な受動態の文になることが多い。 
(d) 彼女は夫に先立たれた。 
*She was preceded in death by her husband. 
→Her husband died. 
 また、日本語は「いる」・「ある」を多用するの

で、必要以上に there is構文が出現するが、英語



ではhaveを使うことが多い。 
(e) オンライン授業では学校に行く必要がない。 
*With online classes, there is no need to go to 
school. 
→With online classes, you don’t have to go to 
school 
 
 総じて、文と文のつながりや文脈を判断しなけ

ればならないような表現、要するに、その文章の

背後にある書き手の意図を推しはかって決定しな

ければならない要素については、まだ人間が判断

しなければならない。 
 
5. Grammarly の欠点 
 DeepLの欠点はそのままGrammarlyにも当て

はまると考えてよい。 
 Grammarly ではこれ以外に、一定の規則に従

って校正するので、必要以上に次の項目に対して

チェックを入れる傾向がある。 
 
①受動態の文 
②副詞の文頭への倒置 
③同じ語句の２回以上の繰り返し 
④意味があいまいな形容詞 
 （例）good、effective、important 
⑤形式ばった表現 

 （例）The reason I recommend this movie is 
that ... 

 
 これらの校正項目は、無視(dismiss)ボタンを押

すことで除外することができ、見た目の点数を上

げることはできるが、根本的な解決にはなってい

ないので、学生には 95 点以上になるまで校正す

るように求めている。 
 また、英文校正のレベル（Audience、Formality、
Domain、Tone）を変えることにより、除外され

る表現もある。しかし、学生には一般的なレベル

（初期設定）で校正するように求めている。そう

することで、一般的なレベルの表現力が自然と身

につくと考えている。 

 さらに、Grammarly は、自分の書いた文章が

何歳くらいのレベルかを判断（利用者は画面上で

確認できる）し、校正レベルに反映させている。

従って、単文や重文ではなく、複文を組み合わせ

たり、表現を工夫したりすることで英文のレベル

が上がり、同じ表現でも、OK になったりNOに

なったりすることがある。 
 
6. DeepL とGrammarlyの活用法 
 DeepLの欠点とGrammarlyの欠点でも指摘し

たように、この２つのツールにはまだ改良すべき

点が多いが、使い方によっては強力な味方になる。

ここで一番大切なことは、前編集である。DeepL
に日本語を入力する前に、その日本語を編集する

ことでより精度の高い英文を生成することができ

る。前編集のポイントとして、山田（2020）を参

考にして、次の 5項目を挙げておく。 
 
（１）主語を明示的に書く 
 文の主語や意味上の主語を明示的に書く。「私」

に関しては、DeepLでは書かないほうが自然な英

語になる。動詞や形容動詞、それから派生した名

詞に対する意味上の主語を逐一書く必要はないが、

それぞれの意味上の主語を意識した日本語にする

ことで、理解しやすい英文となる。 
(c’)⇒『ワンピ―ス』は友情のストーリーで、主人

公が様々な人と出会い、その人達のために戦う。 
*“One Piece” is a story of friendship, where the 
main character meets different people and 
fights for them. 
 
（２）修飾関係をはっきりさせる 
 修飾語を被修飾語のすぐ近くに置くなど、日本

語内での語順を工夫する。句読点を意識的に使う。 
(f) 普段朝にランニングしている上司は健康に気

をつけている。 
⇒朝にランニングしている上司は、普段健康に気

をつけている。 
*My boss, who runs in the morning, is usually 
very careful about his health. 



（３）文章は短く、シンプルにする 
 １文が長い場合は、２文に分ける。敬語を使わ

ずに平語で書く。重文や複文にする場合でも各節

を短く、シンプルにする。 
(g) あきらめずに何度も立ち上がった経験が、と

んでもない困難に直面した時に、それを乗り越

える大きな武器となるにちがいない。 
⇒あなたはとんでもない困難に直面するかもしれ

ない。あきらめずに何度も立ち上がった経験が、

その困難を乗り越える大きな武器となるにち

がいない。 
*You may be faced with tremendous difficulties. 
The experience of getting up again and again 
without giving up will surely be a great weapon 
to overcome those difficulties. 
→The experience of trying again and again 
without giving up will surely be a big help to 
overcome tremendous difficulties you may be 
faced with. 
 ちなみに（ｇ）は京都大学 2021 年度入試の和

文英訳問題の一部である。著者が作成した文は、

大手予備校の解答を組み合わせたものである。

DeepL が生成したものが、遜色ないものになって

いることがお分かりいただけるだろう。 
 
（４）文節をわかりやすくする 
 表記はひらがなではなく漢字を使う。多義語は

同じ意味の別の表現に置き換える。句読点を意識

的に使う。 
(h) そろそろあめがほしい。 
*It’s time to get some candy. 
(h’)⇒そろそろ、雨がほしい。 
*It’s about time for some rain. 
 
（５）英語らしい日本語（和文和訳）を心がける 
 日本語特有の比喩、慣用句、オノマトペ（擬声

語）は使わない。小学生に話をする時のような言

葉選びをする。 
(i) 今朝はバタバタだった。 
*This morning was a flurry of activity. 

(i’)⇒今朝、忙しかった。 
*I was busy this morning. 
 
（６）Grammarly で指摘されないような表現を

心がける 
 Grammarly の欠点を承知した上で、それを回

避するように前編集をする。ただし、前編集で完

璧を目指すのではなく、Grammarly をうまく活

用することが必要不可欠である。 
 
6. 終わりに 
 2、3年前までは、自動翻訳と言っても機械翻訳

が主流で、参考程度にしかできない精度であった。

それが今や、日本語を入力すれば、DeepLが英語

に翻訳し、それをGrammarly が校正し、人間に

よる訂正がほぼ不要な英文を書くことができる。

科学の驚意的な進歩の速さには驚かされるばかり

である。このように書くと、英語教育不要論も出

てきそうだが、現実はまだそのような状況にはな

い。先に指摘したように、各ツールの欠点が致命

的であるからだ。つまり、こうしたツールは学習

の補助にすぎず、文脈や書き手の意図を反映させ

た文章は利用者の英語力に負うところが大きい。

とは言え、前編集の段階で、英語を意識した入力

をすれば、より精度の高い英文を生成することが

できる。そのためには、それなりの英語力が必要

であることは言うまでもない。AIツールもうまく

活用しながら、より学習効果が高い英語学習を提

供していきたい。 
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